
「農林水産省・新技術見学ツアー」の開催（令和元年 5 月 17 日･22 日） 

5 月 17 日（金）と 22 日（水）、農林水産省の職員 88 名が、3班に分かれて農研機構（つ
くば市内）の各研究部門・センターを視察見学する「農林水産省 新技術見学ツアー」が開
催されました。 

来訪者は本省各局庁等の職員で、農林水産技術会議 32 名、消費安全局 20 名、農村振興
局 10 名、政策統括官 10 名のほか、大臣官房、食品産業局、生産局、林野庁等からも参加
がありました。参加者の役職は、本省係長･補佐級を中心に、室長級以上の幹部も交えた幅
広い層にわたり、真剣に説明を聴き質問する様子などから、本省としても新技術に大いに期
待されていることがうかがえました。 

農村工学研究部門では、ICT を活用した代表的な新技術についての室内説明（15 分）に
続き、試験圃場まで移動し、圃場水管理システムのデモ機を用いて説明、質疑を行いました
（15 分）。 

室内説明は、中野明久室長（技術移転部･移転推進室）より、当部門の概要に触れつつ、
ＩＣＴを活用した最新の農業土木技術として、①圃場水管理システム、②圃場-水利施設連
携型の配水管理システム、③ため池防災支援システムについて説明しました。 
なお、参加者には土地改良に馴染みのない方が多いと想定し、農業水利施設と管理の概況

についてポンチ絵を用いて紹介してから、水管理システムの内容を説明すること等により、
農村振興局以外の国の職員にも土地改良の役割と重要性を理解して頂けるよう努めました。 

圃場では、新村麻実研究員（農地基盤工
学研究領域･水田整備ユニット）が、圃場
水管理システムの特徴である給水側、落水
側双方の制御装置を紹介しました。さら
に、タブレット端末を用いて制御装置によ
る給水を実演することにより、機器の利便
性とともに、水管理労力を大幅に削減する
システムの効率性を紹介しました。実証試
験では水管理に要する時間が 2 割程度ま
で激減しています。 
参加者は、新村研究員と制御装置を囲んで説明に聞き入り、時間が許すかぎり圃場水管理

システムの機能や実証試験について質問をしていました。 
（了） 

しんむら 

（写真）圃場水管理システムの現地説明 
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